F エンゲルス ノ セイカ オ タズネテ : ワカキ エンゲルス ノ ツイソウ by Hiura, Akio
徳島科学史雑誌 Na23(204) 
談話室
F.エンゲルスの生家を訪ねて
-若きエンゲルスの追想-
昨年(2003年)の5月から 9月までドイツのマールブ
ルク大学の解剖学・細胞生物学研究所に留学する機会
があった.マールブルクはフランクフルトから列車
ICで北へ 1時間程のドイツのほぼ中央部に位置する
小さな町である.南からチュウピンゲン，ハイデルベ
ルク，マールブルク，ゲッチンゲンは Universitat
Stadt大学町と呼称される(図 1).グリム兄弟のヤコ
.ハノー ファー
図1. ドイツ全図.主な都市名だけを載せた.グリム兄
弟はヘッセン州ハーナウに1785，86年に出生.5， 
6才の時にシュタイナウ，次いでカッセルに移住.
カッセルで童話を収集した.ハーナウからブレー
メンまでが通称メルヘン街道である.
プとウイルヘルムが1802-1806年にここで学んでい
る.滞在期間が押し詰まってから週末を利用してドイ
ツ圏内を旅した.ぶらり旅に華をもたせることを思い
つきフリードリヒ・エンゲルス (FriedrichEngels， 
*徳島大学歯学部
樋浦明夫*
1820ー 1895)の生家を訪ねた.エンゲルスは1820年11
月28日，当時プロイセンのライン州バルメン Barmen
に綿紡績工場の長男として生まれた(この年， 4月に古
代ギリシャ彫刻の一大傑作， ミロのヴィーナスが発見
された).日本では江戸時代末期から明治にかけての
人物ということになる.エンゲルスが生まれた頃，隣
のフランスでは大革命，ナポレオンの帝政時代を経た
後の王政復古時代で，貴族が没落，退廃するのと対照
的に商品の大量生産とその流通によって(資本主義化)
資産を築いた新興市民階級(ブルジョアジー)が台頭し
た。こうした世相を背景に，バルザックは心を寄せる
没落階級の貴婦人を利用して立身出世を図る若者の夢
を「ゴリオ爺さんJ，I谷間のゆり」などに描いた。こ
の頃日本では工場制手工業が始まり，商人が経済的な
力を持ち，諸藩の財政事情が悪化したことによる藩政
改革が試みられた.また，諸外国が開国を求めて，日
本の沿岸に出没し始めた時期である.当時の農民は副
業だった糸紡ぎや，織物を生産していた(家内制手工
業)が，社会的分業の発達につれて商人や富農の一部
が農業から離脱した農民をーヶ所に集め，同一の作業
を分業で行わせるという工場制手工業(マニファクチ
ユ)が封建社会の内部で資本主義的生産方法の萌芽的
形態として出現した.こうした商品生産とその流通の
発達は外圧としての諸外国からの開国要求とともに徳
川封建社会をっきくずす一因となった.
エンゲルスは，近代自然科学にとってとくに豊かな実
りをもたらし得るもののーっとして，分析的で個々の
点では正しい形而上学(ここでいう形而上学は近代科
学の成果をもとにしているが，硬直し，固定的で相互の
連関に欠ける学という意味.筆者注)に比べて，大ま
かな見方では正しかった2000年前の自然で単純な弁証
法的思考のギリシャ哲学にくりかえし立ちもどらなけ
ればならない必要性を説いた(I反デユウリング論J). 
過去を振り返ることが決して懐古趣味のそれではない
という意味で，汲(く)めど尽きない宝庫である150年
前の時代と人々に思いを馳せながら若きエンゲルスを
追想してみたい.エンゲルスに“ポルトガル語はたい
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へん優美なことばで，またポル トガル人は，たいへん
尊敬すべき国民だ" (妹マリーへの手紙， 1840年 8月
20日)と言わしめたところのポル トガル人，モラエス
は1854年にリスボンで生まれ，晩年の16年間を徳島で
過ごし，エンゲルスと同じ享年75才だった.6月のあ
る夜墓参りに出かけ家にもどり，玄関で南京錠の鍵穴
が見えず戸を開けられずにいたら， 手の近くに一匹の
蛍が飛んできて，窮地を救ってくれたことに，おもわ
ず“おヨネだろうか ・・・ コハルだろうか ・・・ "と
つぶやく 詩情豊かなモラエスだった.ポルトガルは20
世紀初めに王政が廃止され，共和制に移行した.こいう
ことも王党派ではなかったが，絶えずポルトガルの政
情に関心を寄せていた老モラエスが祖国に帰らず終生
徳島で暮らした遠因だったとも考えられる.
エンゲルス と同時代人と して1819年にフランスの写
実主義の巨匠クールベがいる.彼は1871年に世界で初
めて誕生した社会主義政権(パリ・ コミューン)に参加
した.1821年にロシアの文豪 ドストエフスキー
(1821 -1881) ， ドイツで生理学者，物理学者のヘルム
ホルツ (1821-1894)が生まれている.また， 1822年に
チェコでメンデル，フランスでルイ ・パスツールが，
1824年にチェコで「モルダウ」で名高いスメタナが誕
生している.1823年に勝海舟が生まれ，またシーボル
トが長崎に鳴滝塾を聞いた.シーボル ト(1796-1866) 
はドイツのフランケンワインの生産地ヴュルツブルク
の生まれで，そこには最近(1995)シーボル ト記念館が
でき，シーボル トが日本の医学や博物学に果たした役
割を知ることができる(実は 5月に日独学術振興協会
の年会がヴュルツブルクの古城マ リエンベルク要塞
Festung Marienbergであり，それに参加して初めて
分かった次第).23才のドス トエフスキーは処女作
「貧しき人々」で中年の貧乏小役人と彼の遠戚のみな
し娘との手紙を通して，“文学は絵のようなもので，
つまり， 一種の絵でもあり，鏡でもあるのです"と小
役人マカール ・ジェーヴシキンにに語らせたように，
当時のロシア(ペテルブルグ)の明日の暮らしにも悩ま
なければならない民衆を リアルに描いた. ドストエフ
スキーは26才頃に革命思想に接し， 28才から 4年間シ
ベリア流刑に処せられた.
エンゲルスはヘルムホルツ (写真 1)の誤った力の概
念を「自然の弁証法(V)運動の基本諸形態」で批判的
に論じている.これはエンゲルスの50代に書かれたも
ので，彼の格物致知(かくぶつちち)を示すーっの好例
である.ヘルムホルツの“われわれは光の屈折の法則
を透明な物質の屈折力として， 化学的な選択親和の法
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写真 1.ベルリン(フンボルト)大学正面の入り口.工ン
ゲルスはこの大学で一年志願兵の聴講生となり，
哲学などを学んだ.またマルクスは1836"""1841年
まで法学を学んだ. 1階の入り口から正面の部屋
に入ると，正面の壁にマルクスの哲学に関する文
章がレリーフされている.ここで観光客は何か説
明を受けていた.この建物の 2階廊下にR・コツ
ホI H.シュペーマン(発生学)，アインシュタイン
など29人のノーベル賞受賞者の写真が飾られてい
る. (筆者の居たマールブルクでも今までに化学5
人，物理学 1人，医学 3人，文学 1人の計10人が
受賞している.これは今まで日本がもらった数に
等しい).正面の立像は，ケーニヒスベルク，ポン，
ハイデルベルク，ベルリンの各大学教授を歴任し
たヘルムホルツ像.
則を種々の物質相互間の親和力と して客観化する.こ
うしてわれわれは金属の電気的な接触力について，粘
着力，毛管力，その他について，語る(通俗講演集，
1869年)“に対してエンゲルスは“完全に客観的な，
一つの自然法則の中へ力という純粋に主観的な観念を
持ちこんでいる. ・ ・だから力によってわれわれの
知識をではなく，法則とその作用方式との本性に関す
る知識の欠知を表現している"と批判した.そして，
ヘルムホルツの物理的諸現象における諸力は全 く同じ
権利を以って中世のスコラ学者が温度の変化を一つの
熱力及び一つの冷力で説明したのと同じで，それらの
現象の一層突っ込んだ一切の研究を節約するものだと
述べている.このように当時の一流の物理学者に見ら
れた力の概念の混乱を指摘している.いわゆる“力"
という“神の手"をもちだしても科学の進歩にはなら
ないということで，エンゲルスならではの透徹したも
のの見方である.また，ヘルムホルツはエネルギー保
存の自然科学的な証明の分け前を自分に帰そうとして
いるようにみえるが，マイヤーは1845年に1847年のヘ
ルムホルツよりもずっと天才的な事を語ることを心得
ていたと釘を刺 している.レーニン (1870-1914)は，
いろいろな言葉をもてあそんで唯物論と観念論の聞を
ふらついている折衷主義の観念論者で，ロシアの革命
写真2.ブッパータール・バルメン駅の正面
写真3.エンゲルス通り.この道路の右側に沿って小さ
な川が流れている.
運動に否定的影響を与えているマッハ主義者(経験批
判論者)を粉砕した「唯物論と経験批判論」の中でヘ
ルムホルツについて次のようにいっている.感覚を感
覚器官にはたらきかける外的存在から説明する(唯物
論一筆者注)とともに，物についてのわれわれの表象
は記号なのであるという(記号論=観念論一筆者注)ヘ
ルムホルツを首尾一貫していない「恥ずかしがりやの
唯物論者J(エンゲルスの言葉，筆者注)と呼んで，
“符号，または記号は想像上の対象にかんしてもま っ
たく可能なものであって・・・"と論じている.この
符号は前述のヘルムホルツが説いた物理学上の“~力"
に通じる.唯物論の立場にしっかり 立てず，物理学に
うっかり~力という言葉を使用したから前述のように
エンゲルスに批判されたのである.
唯物論は，われわれの外に物質の存在を認め，感覚，
表象，観念などは脳髄による外界の物質(自然)やそれ
らの運動の反映または模写とみなす.観念論は，逆に
外界はわれわれの観念が実体化したものとみる.つま
り，自然が先(唯物論)か観念=精神が先か(観念論)と
いう違いにある.どちらが科学的であるかは指摘する
までもない.エンゲルスは，このことを“思考と存在
との，精神と 自然との関係という哲学全体のこの最高
の問題"といった.さらに，いろいろな装い(言葉の
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写真4.エンゲルスハウスの前の公園.
写真5.公園の一角にある石碑.
上で)をこらした一見斬新な哲学も結局，哲学が始ま
って以来今日 までに至る哲学上の二つのライン(観念
論と唯物論)から逃れることはできないことを喝破し
た.このことは日々目にするいろいろな理論を検証す
るうえで重要な指針となる.
パルメンは1920年に隣のエルパーフェルトと合併
し，ブッパータール Wuppartal市となっている.マ
ールブルクからケルンまで列車で3時間20分，ケルン
で乗り換えブッパータールまで30分，さらに乗り換え
5分でブッパータール・パルメン駅に着く.ブッパー
タール・バルメン駅は写真2では大きくみえるが，無
人駅で寂れた感じがした(帰りの切符を 自動販売機で
買うのにひと苦労した).エンゲルスの生家は駅から
徒歩で 3~4 分の所にある.しかし，そこにたどり着
くまでに 4~5 人に尋ね時間を浪費 してしま っ た.駅
を背にして駅前通を進むとすぐにエンゲルス通り
Engels Strasse (写真3)に出る.そこを左に折れて少
し行くと小さな公闘が左手にある.そこはエンゲルス
の生家と小さな道路を介して面している(写真4).そ
の一角に"H 1 ER STAND DAS GEBU-
RTSHAUS DES GROSSEN SONES 
UNSERER STADT. ER 1 ST DE 
R MITBERGRUNDER DES WISS-
ENSCHAFTLICHEN SOZIALISMS 
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写真6.工ンゲルスの生家(工ンゲルスハウス).iフリー 写真7. エンゲルスの生家が1775年に建てられたことを
ドリヒ・工ンゲルス伝記」に載っている写真とは 示すプレート.
3階の窓の形と傾斜，側壁に窓がついている点が
違っている.伝記には“工ンゲルス一家はブッパ
ーJIの近くにあり，バルメン800番，ブルッヒャ
-・ロッテと称された"とある.
(ここにわが町の偉大な息子フリードリヒ・エンゲル
スの生家がある.彼は科学的社会主義の協働創始者で
ある)"と刻まれた石碑がある(写真5).エンゲルス
の生家は屋根裏も入れると 4階建てになっている(写
真 6).プレートから1775年に建てられたことが分か
る(写真7).現在はブッパータール市のエンゲルスハ
ウス歴史博物館になっていて，入館料は 2ユーロ(約 写真8. 工ンゲルス生家2階の部屋.
280円)で， 2階のみ見学できるようになっている.見
学者は少ないらしく，閑散としていて"ここはエンゲ
ルス・ハウスだということを知っているのか"という
ようなことを聞かれた. 2階にはそんなに大きくはな
いが， 6つ位の部屋があり， 当時の地方の工場主の生
活と趣味を伺い知ることができる (写真8).また若き
日のエンゲルスの手紙とそれらに添えられた絵(漫
画)，ノート，自筆原稿とそれらの膨大な出版物，紙
でできた等身大の若いエンゲルス像などが展示されて
いる(写真9).エンゲルスは少なくとも14歳で隣のエ
ルパーフェルトのギムナジウムに入学するまでこの家
で成長したことになる. 当時のブッパータールはライ
ン州の線維工業の中心地であった.その多感な少年時
代にエンゲルスは産業革命を経た資本主義社会の勤労
者の惨状と貧苦を目の当たりにして，心を痛めながら
成長 した.エンゲルスの 「ブッパータールだより」
(テレグラフ ・フュール・ドイチェラント， 1838年 3
月)に見られる当時のブッパータールは，“ ・・-この
両都市(エルバーフェルトとパルメン， 筆者注)は行程
3時間ほどもかかる長さのブッパー河の渓谷にある.
狭い流れが早くなったり淀んだりしながら，緋色の川
波をけたてて，煙を吐いている工場と糸でいっぱいの
晒し場のあいだを流れている. ・・・しかし驚く程惨
写真9.工ンゲルス自筆のノートや原稿など.写真右側
にあるように工ンゲルスは最愛の妹メリーに宛て
た手紙によく漫画を添えて送った.左は24"'"5才
頃の工ンゲルス.
めな状態がブッパータールの下層階級，特に工場労働
者のあいだに支配されていて・・・. ・・・この地方
全体は敬度主義と俗物根性との海にひたされていて
ミー々 "と表現されている.
1837年11月18日にゲッチンゲン大学の 7教授が，
1833年 9月に公布された進歩的な新憲法を1837年11月
1日にハノーファ一新王が破棄したことを大学当局に
抗議するという事件があった.大学当局は7教授を首
にした.その中にグリム兄弟のヤーコプとウイルヘル
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ム，磁極の強さの単位ウェーバー(Wb)に名をとどめ
ている物理学者のW.E.Weber (1804 -1891)などがい
た.新王と大学当局の暴挙に対して言語学教授のヤー
コプ・グリムは「凸berseine EntlassungJ (彼の免職
について， 1837年12月)という格調高い抗議，あるい
は弁明書を公にした. 1862年11月ゲッチンゲン大学の
学生団はこの事件を偲び， 77才のヤーコプ・グリムを
次のようなメッセージで讃えた. I暗黒の時代に少数
の人が戦って守ったものが，国民の遺産となりまし
た. ・・・青年の心を，神聖なもの，単純なもの，真
実なものに向け，きたえることがあなたの高い努力で
した」と.この事件について18才のエンゲルスは親友
グレーバー兄弟に“僕は最近ヤーコプ・グリムの弁明
書を買った.それは非常に立派なもので，稀に見る力
がこもっている"と手紙を書いている(プレーメン，
1838年9月1日).事件後30年目のゲッチンゲン大学
の学生の気持ちは事件当時の青年エンゲルスの心情で
もあったと思われる.グリム兄弟は一時カッセルに亡
命し，彼らの学んだマールブルク大学に就職を望んだ
がヘッセン政府に拒否された.しかし，この不遇が兄
弟をして歴史的な“ドイツ語辞典"編集を手がけるき
っかけとなった.A.ジー ド， H.ヘッセ，B.ブレヒト
などの書棚を飾ったこの辞典の編集は戦後の東西分割
時も双方で継続され， 1961年に実に123年かかって完
成されたという.
エンゲルスは1837年に商人としての修行のため高校
を中途退学して， 1841年3月までの 2年8ヶ月をプレ
ーメンの商会で働いた.その頃，いっとき詩人になる
ことを夢見たエンゲルスはゲーテ(1749-1832)の「若
き詩人のためにJ(1831)を読み，自分の詩才に絶望し
たが，詩作はゲーテのいうように気持ちの良い気晴ら
しになるから続けると友人に書いている.実際，妹マ
リーや友人の手紙によく自作の詩を添えている.また
妹マリーへの手紙で，乗馬で遠乗りに出かけたこと
(筆者が居住したマールブルクのゲストハウスの裏山
は欝蒼とした森林でおおわれ，よく散歩した.その時，
かなり広い範囲で木が切り払われ草でおおわれた場所
にでた.不思議に，思ったところ，最初のノーベル医学
生理学賞を受賞したベーリングの大きな霊廟だった.
その近くの人っ子一人いない小道で馬に乗った人に出
会った.またベルリンでは広大な動物公園 Tier
Gartenで、馬に乗っている警官を見た.馬の競技会(馬
術)がテレビでよく放映された.エンゲルスの時代だ
けでなく，現在のドイツ人も乗馬を愛好しているよう
だ.自然を大切にするドイツ人の一面が感じられる)， 
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や俗物根性をあざ笑うために口ひげを生やした者だけ
で口ひげの宴会をやったとか，ビールやワインをたら
ふく飲んだこと，フェンシングを習って決闘をしたこ
となどをユーモアたっぷりに知らせている.その当時
のドイツの多くの若者と同じく，いつも陽気で快活な
アルト・ハイデルベルクな青春時代を過ごしたことが
分かる.一方で，親友グレーバーに“ーそのほか僕は
ヘーゲルの歴史哲学を勉強しているが，これは壮大な
著作だ.僕は毎晩，義務としてこれを読んでいる.巨
大な思想がおそろしいくらいに僕を感動させる"と手
紙(1839年12月21日)で知らせるほど猛勉をしている.
また，マンハイムの“お上品な学院" (エンゲルス)で
寄宿舎生活をしている妹マリーに次のような手紙を送
っている.“愛するマリー!
母さんはクリスマスにゲーテ全集を買うための小切手
を送ってくれた.僕はきのうすぐ最初に刊行された諸
刊をとりょせ，昨晩12時過ぎまですっかり楽しみなが
ら「親和力」を読んだ.傑物だな，ゲーテという人
は!もしおまえがこの人のようにドイツ語を書くなら
ば，おまえに外国語なんかみんな免除させてやっても
よいくらいだ.
おまえのフリードリヒ
プレーメン， 40年12月28日"
エンゲルスは13才の時，小さい頃に聞いたギリシャ
伝説について感謝をこめた詩を祖父に送っている.こ
のように，エンゲルスは幼い頃からギリシャ神話に親
しみ，また若い頃にシェークスピア，セルバンテス，
ゲーテをはじめ内外のすぐれた文学に親しんでいる.
本喰い虫と自称したマルクスはいうに及ばず，レーニ
ンもトルストイ (1828-1910)の小説をロシアの社会を
写す鏡と表現したように，文学から多くを吸収してい
る.またエンゲルスはベートーヴェンのシンフォニー
[第 5] (運命)，シンフォニア・エロイカ[第 3](皇帝)
は大好きな曲で，明日それを聴くことができるんだと
その喜びを妹に伝える(マリーへの手紙， 1841年3月
8日)とともに，リストのピアノ演奏でベルリンの婦
人がたがすっかりのぼせあがった様子を面白おかしく
知らせている(マリーへの手紙， 1842年4月16日).レ
ーニンも激務の中，名画をゆっくり味わうことができ
る時間があったらと洩らしたように，文学や芸術が彼
らの人間性を広く，深く育くんだことが分かる.して
みると，ただ単にまる暗記の主義主張に凝り固まった
活動家(いわゆる民主的といわれる活動分野の人士に
もままみられる)や専門家では，いっときそれらに情
熱的であってもその根底をなすものがないから，いず
[談話室]F工ンゲルスの生家を訪ねて一若き工ンゲルスの追想一
れすれっからしになるのが落ちであることが理解され
る. 1870年代初頭に執筆されたドストエフスキーの
「悪霊(あくりょう)Jにこのすれっからしの最悪の例
が描写されている.これは当時のロシアで実際あった，
政治的な詐欺師であるネチャーエフが大学生イワノフ
を架空の秘密組織を密告したと勝手にで、っちあげて殺
害した事件(ネチャーエフ事件)を題材にしている.小
説の中では，ネチャーエフはピョートル，イワノフは
シャートフとして登場する.このえせ赤色リベラリズ
ムの集団(社会民主同盟)は，“諸君のなすべきことは，
いっさいの破壊，一国家とその道徳の破壊にほかなら
ない" ( I悪霊J)と云ってはばからない無政府主義的
な単なる暴力的な破壊集団にすぎない.なにもかも秘
密なこの組織の実態が， 1871年にサンクトーベテルブ
ルク新聞に載った「ネチャーエフ事件の裁判記録」な
どを基にしたマルクスとエンゲルスの共同執筆による
パンフレット“社会民主同盟と国際労働者協会"
(1873年)の中で暴露されている.それによると，世界
の労働運動に混乱を与え，各国政府に無上の奉仕をす
るためにインターナショナル(世界労働者協会)内に自
分の結社を植え付け，主導権を奪うのが目的だ、った.
また，“最も極端な無政府主義の仮面のもとに現実の
政府ではなく，自分の正統性と指導を受け入れない革
命家たちに打撃をくわえようとしている結社である"
とか“目的を達成するためには，どんな手段も，どん
な不誠実も辞さない.嘘，中傷，脅迫，闇討ち，なん
でもかまいはしない"という非革命的，非人間的な結
社であると告発した.イワノフは農民の子供の教育に
情熱を注ぎ，そのために自分は暖かい食事をとること
もまれだ、ったという.そういう人間であるからイワノ
フはネチャーエフとパクーニンの手によるテロリスト
的な宣言文のあまりのぽかぽかしさに驚き，この結社
から身をひこうとしたこともこのパンフレットに書か
れている.ネチャーエフの「革命教理問答」にある革
命家の社会にたいする義務として“この世界に属する
人間の破壊をためらってはならない.血縁，友情，恋
愛の緋をこの世界にもつのはきわめて遺憾なことであ
る"とか“考慮せねばならないのは，ある人間を殺す
ことが革命の事業にどれだけの利益をもたらすかとい
うことである"とあり，これはもう“殺人教理問答"
といっていい.パンフレットはこうした陰謀とたたか
う方法は陰謀を全面的に暴露するしかないことを公然
と明らかにした.当時のロシアの青年達は，自治的な
グループの自由な連合，反権威主義，無政府などとい
う美辞麗句，秘密結社の大きさや勢力のでたらめな宣
伝や革命がま近いとい予言(革命的な作り話)などに惑
わされてこうした結社にひきずられた.バクーニン
(1814 -1874)はロシアの無政府主義者で，いわゆる秘
密組織の首領である.彼がいかにペテン師かというこ
ともパンフレットの付録に記されている.I悪霊」で
はパクーニンはニコライという資産家の寡婦の一人息
子で，虚無的，冷酷無比で分裂気味な青年として描か
れている.この小説は反革命的ということで批判にさ
らされてきたが，気の弱いリベラリストのステパン氏
に息子のピョートルらの秘密組織について“おまえら
はまず真っ先にギロチンをかつぎ出してきて有頂天に
なっているが，それは頭をはねるのがいちばん簡単で，
思想をもつのは何より困難だというそれだけの理由か
らじゃないか!オマエハ・ナマケモノダ!オマエラ
ノ・ハタジルシハーボロキレダ，ムリョクダ"と語ら
せていることから， ドストエフスキーはこの秘密組織
の本質をよくとらえていて，社会変革とは似ても似つ
かない組織の実態を一般に知らしめ，警告していると
するなら充分評価できる.実際，“パクーニンの学問
ぎらいは昨日や今日に始まったものではない.シベリ
アではこれは周知の事実なのである"と上記のパンフ
レットにある.日本でもネチャーエフ事件からちょう
ど100年経った1970年前後に，若者の革新的な気分を
そそるような「反帝J(反帝国主義)，とか「反スタ」
(反スターリン主義)とかの勇ましいスローガンをかか
げた無政府主義的な組織や分派(セクト)が大学の内外
にたくさん出没した.最終的にセクト間あるいはセク
ト内でネチャーエフ事件を思わせるようなおぞましい
リンチ(私刑)殺人事件をひきおこした.こうしたこと
が反社会的な事件として国民的な指弾を受けたのは当
然といえる.
エンゲルスはバルメンに戻ってからの1841年5月半
ばに失恋による傷心を抱え馬車や徒歩でアルプスを越
えイタリアを旅した.その時の紀行文「ロンパルジア
蹴渉(ばっしょう)Jの中で，“あらゆる個人的苦悩の
なかで最も高く尊いもの，つまり，恋の苦悩以上に，
美しい自然に向かつて思いを述べる権利のある，どん
な傷心があるだろうか"と痛手の深さを語るとともに，
“目で見る予定の絶景を心のなかで眺めながら，私は
幸福感に満ちてまどろみに落ちていった"と自然の美
しさを讃えた.アルプスの自然は若きエンゲルスにと
っても傷心を癒すのに充分過ぎるほど美しかった.
大学で法学を学びたかったエンゲルスは， 1841年9
月に一年間の兵役のためベルリンに行き，余暇を利用
してベルリン大学の聴講生になった.その頃， I一聴
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講者の日記 1-マルハイネケ」で，“どんな大学も，
ベルリン大学ほどよく時代の思想運動の中に身を置
き，もろもろの闘争の闘技場となったところはないと
いうことは，この大学の名誉である.どんなに多くの
他の大学が， ・・・，これらの闘争から身を引き，従
来からドイツの学問の悲運となっていたかの学識ある
無感情のうちに沈みこんでしまったことか"と嘆き，
だけどベルリンは諸流派の代表者たちがいて活発な論
争が行われていて，現代の諸傾向の概観を学生に提供
しているから聴講権を行使したと言っている.この日
記は，マルハイネケという神学教授が当時の反動哲学
者のシェリング(1775-1854)を批判する第1回目の講
義について書いたもので「ライン新聞J(1842年5月
10日)に掲載された.エンゲルスは，自然，歴史，精
神の全世界が不断の運動，変化，変形，発展のなかに
あるという弁証法的なものの見方を完成させたことが
ヘーゲル(1770-1831)の偉大な功績と指摘した(I空
想から科学へJ).また，“世界は絶対理念(神)の実現
である"と説くヘーゲルを，“ヘーゲルの弁証法は頭
で立っている"と批評した.ヘーゲルの偉大さを見抜
けずうかつに批判したシェリングをマルハイネケは
“巨人とたたかった一寸法師に，また風車と格闘した
あのいっそう有名な騎士(ドン・キホーテ，筆者注)に
類するものであることは，言うまでもない"と学生に
語り嵐のような喝采を浴びたとエンゲルスは記してい
る.この日記の前に既に若いエンゲルスは「シェリン
グのヘーゲ、ル論J，Iシェリングと啓示J，Iシェリング，
キリストのうちなる哲学者.あるいは世界知の神知へ
の変容jなどでシェリング批判を展開した.
シェリングについて，レーニンは“このシェリング
という人物は，うぬぼれて，すべての従来の哲学流派
をつつみこみ，これをのりこえていこうとする，中味
のないホラ吹きだ“というマルクスの手紙を「唯物論
と経験批判論Jに引用している.
ヘーゲルの弁証法哲学は“生成と消滅との不断の過
程，低いものから高いものへの無限の上昇の不断の過
程以外には，なにも存在しない" ( Iフォイエルバッ
ハ論jエンゲルス)というもので，自然とともに社会
も固定した永久不変なものという見方が一般的な当時
で、は革命的だ、った.しかしヘーゲルの下半身は観念論
だった.そこを批判したのがフォイエルバッハ
(1804 -1872)で，“自然はすべての哲学とは独立に存
在している.神はわれわれ自身の本質が空想のうちに
反映されたものにすぎない"と唯物論を擁護した.こ
徳島科学史雑誌 No23(204) 
スト教の本質」の解放的な作用は，みずから体験した
人でなければ，思い浮かべることができない.一人の
こらず感激した" ( Iフォイエルバッハ論J)とその影
響の深さを述べている.フォイエルバッハもエンゲル
スから下半身は唯物論で，上半身は観念論と指摘され
たように弱点を持っていた.ヘーゲルの哲学の革命的
な面とフォイエルバッハの唯物論から， 20代後半にエ
ンゲルスとマルクスは弁証法的唯物論の立場に達し
た.だから“マルクスと私とは， ドイツの観念論哲学
から，そこで意識的にもちいられている弁証法を救い
だして，唯物論的な自然観と歴史観をとりいれた唯一
の人間だった"と「反デユウリング論」で述べた.エ
ンゲルスは弁証法の試金石としての自然科学の最新の
成果を絶えず注視し，研究していた.その成果が「自
然の弁証法」である.弁証法的な思考方法について，
意識や思考は最初からすでに人間に与えられたもので
はなく，人間の脳の働きの所産も，結局自然の産物な
のだから，自然の連関と矛盾するものではなく，むし
ろ照応するものだ，と述べている(I反デユウリング
論J).レーニンは， 20世紀初頭の物理学者が，従来
のニュートン物理学では説明のつかない陽子や電子な
ど素粒子の挙動に直面した時に，物質は消滅したとか，
物質を知ることはできないという不可知論に陥った混
迷について弁証法を知らなかったからだとまったく正
しく指摘することができた(I唯物論と経験批判論J) . 
1842年に(2才)父の経営するイギリスの線維工業の
中心地マンチェスターの綿紡績工場(エルメンとエン
ゲルス商会)で事務をとりながら，自らの足と目で当
時最も進んでいたイギリス資本主義社会の労働者の状
態をつぶさに観察した.そうした資本主義社会の経済
構造を研究した成果を「国民経済学批判大綱」として，
「独仏年報J(1844)に載せた.科学的社会主義のもう
一人の創始者カール・マルクス(1818-1883)はエンゲ
ルスのこの論文を読み，ブルジョワ経済学の徹底的な
研究を始めたといわれている.翌年，イギリスの労働
者の非人間的な社会状態と精神状態を告発した「イギ
リスの労働者階級の状態」を出版した.
マルクスは「国民経済学批判大綱jを“経済学的カ
テゴリー批判のための天才的な小論"と評した.エン
ゲルスはその中で次のように述べている.“商人の相
互の蔑視と貧欲から生まれた国民経済学すなわち至富
学は，醜悪きわまる利己心の刻印を額につけてい
る. ・・・だが経済学者(古典派経済学者)は，その観
察が粗雑なために，手でっかめる現金で自分に支払わ
れについてエンゲルスは"フォイエルバッハの「キリ れるもの以外の等価物のあることを知らない"この
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最後の文は剰余価値の存在を予見するようにもとれ
る.最後に“私は，やがて機会を得て，この制度のい
とうべき不道徳性を詳しく叙述し，ここできらびやか
にあらわれている経済学者の偽善を容赦なく暴露した
いと思っている"と結ぴ， rイギリスの労働者階級の
状態」の執筆でその約束を果たした.この24才のエン
ゲルスの言葉を団塊の世代をイナゴ世代と言ってはば
からない，破廉恥な(自身が国を食い荒らしているイ
ナゴだということに気付いていないという意味で)御
用経済学者の竹中某にとくと味わってもらいたいもの
だ.もっとも味わうことのできるまともなハートがあ
ればの話だが.きっと吃度(きっと)馬鹿とはこういう
御仁のために天から与えられた言葉なのであろう.し
たがって，当分死語になることはなさそうだ.エンゲ
ルスは「イギリスにおける労働者階級の状態」の序文
で“私は中間階級(資本家階級)の会合や宴会，ポート
ワインやシャンベンを断念して，私の自由な時間をほ
とんどすべて普通の労働者との交際についやした.私
はこのようにふるまったことを，喜びとしかっ誇りと
するものである"と 2年間のイギリスでの生活を抑圧
され，中傷されている人々に捧げた.
マンチェスターのー主婦エリザベス・ギャスケル
(1810 -1865)はその当時の貧しい労働者の状態を長編
小説「メアリー・パートン(マンチェスター物語)Jに
叙述した.彼女はその序文で“私は経済学も，商売の
ことも何も知らない.私はただ，ありのままに書こう
と努めてきた.この物語が，何らかの制度に一致した
としても，また相反したとしても，いずれの場合も意
図的なものではない"と述べながら，“彼ら(火事で工
場が焼け，失職した労働者のこと.筆者注)は飢えた
小さな子供をなだめるため，オートミールやじゃがい
もだ、ったら僅かしか買えない数ペニーで，阿片を買い，
重く危険な眠りの中に辛さを忘れさせようとした.そ
れは母親の慈悲だ、った"とその悲惨さを描写した.現
今の日本は商品が溢(あふ)れ，生活は便利になり豊か
なように見える.しかし全国的にホームレスは増加
し，ついに自殺者は年間 3万4千人を超えた.その大
半は倒産や失業などの経済的な理由によるという.ま
た，命を削る程の長時間労働で働き盛りの過労死は絶
えず，いまや Karoshiは不名誉な国際用語になって
いる.自然と農業の目をおおいたくなる程の破壊，高
い保険料と老後の低い年金生活.これで本当に日本は
豊かになったと言えるのだろうか?きて， 1844年にエ
ンゲルスがイギリスからドイツへの帰途，パリに亡命
中のマルクスに会ったことが世界を揺るがす思想が誕
図2.1849年5月1日，エルパーフェルトとパルメンの
境のハスペラ一橋でバリケードの構築を指導する
工ンゲルス(参考書2より借用).この頃，工ンゲ
ルスはヨーロッパ各国に勃発した市民革命と反革
命の本質を軍事的，史的唯物論の立場から新ライ
ン新聞にたくさんの論評を載せた.
生する歴史的な契機となった.1845年にエンゲルスは
マンチェスターの労働者街を案内してくれた糸巻き工
のアイルランド娘，メアリ・バーンズと結婚した.
1849年にパルメンの隣町エルパーフェルトで，新興ブ
ルジョアジーに操られてはいたが，労働者と市民，義
勇兵を主力とした王政打倒の市民革命(ブルジョア草
命)をつぶすためのプロイセン軍による反革命的軍事
行動が起こった.エンゲルスはエルパーフェルトで労
働者と市民の側に立ってバリケードの構築や砲兵隊を
指揮した(図 2).この時に後年マルクスの娘たちに将
軍と縛名(あだな)されるほど該博な軍事知識を役立
て，労働者，市民から絶大な信頼を得た.一方でこの
出来事は父の逆鱗(げきりん)に触れることになった.
1850年から1870年までの20年間エンゲルスは，マン
チェスターで昼は商人として，夜は自由人として郊外
の家で過ごすという二重生活，つまり昼はブルジョワ，
夜はそれに敵対する革命家として必要な知識(その当
時の最先端の自然科学も含む.エンゲルスは創刊間も
ない科学雑誌ネイチャーにも日を通していた)を吸収
する学究的な生活を送った.
その当時の自然科学の最先端の学説としてダーウイ
ン(1809-1882)の進化論がある.エンゲルスはダーウ
インの生存闘争について，“自然淘汰または最適者生
存において全く縁のない二つの事柄を混同しているの
は彼(ダーウィン)の誤りである" ( r自然の弁証法J) 
と言っている.二つの事柄というのは自然淘汰(最適
者の生存)と生存闘争を混同していることで，生存闘
争は動，植物の過剰棲息による諸闘争に厳密に限定す
べきであることを指摘した.こうした生存闘争(マル
サス主義)を人間の社会に適用したのが社会ダーウイ
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ニズムといわれる弱肉強食の論理で(今のアメリカや
日本の社会)，エンゲルスはこうしたことを警戒して
特に生存闘争について批判したと思われる.さらに自
然淘汰と淘汰された生物が集団内でどのように増加し
ていくかを明らかにすること(今日でいう集団遺伝学)
で進化を説明できることを予測した.さらにエンゲル
スはダーウインが種の変異をひきおこすところの挺子
(てこ)をそれ以外(自然淘汰，筆者注)にはないものと
考え，個体的な変異が一般化してゆく形式にばかり気
をとられていたために，繰り返しあらわれるそうした
変異の原因をゆるがせにしたことは一つの誤りであ
る.しかし，こうしたことは，ダーウィンにかぎらず，
進歩をもたらす人に共通に見られるものだと指摘する
とともに，“この変化と差異とがそもそもどこから生
じてくるのかということを研究するきっかけを与えた
人はだれかといえば，これまたダーウインにほかなら
ない"と，性急にダーウイン説の弱点をいうだけでな
く，その時代の枠の中で到達することのできた相対的
真理について述べている(I自然の弁証法J).実際，
メンデルが遺伝の法則を発表したのは1865年で，それ
が再発見されたのはさらに40年後である.さらに，ワ
トソンとクリックによる遺伝子の本体DNAの分子モ
デルの発見が約90年後の1953年になる(ワトソンと共
にDNAの二重らせん構造の発見で1962年にノーベル
賞を受賞したクリックは今年の8月に88才の生涯を閉
じた)DNA塩基の変異によるアミノ酸の変化について
はよく分かつているが，そのことが長い時間軸での進
化に及ぼす関連についてはほとんど分かっていない
(各生物種の間のDNA塩基配列の違いが分かつただけ
では進化は解明されたとはいえない).少なくとも次
ぎの 2点が解明されると進化についてもっと具体的に
語ることができるかもしれない. (1)同じ種内での個
体間の形質上の違いがDNAにどのような違いとして
刻印されているのか. (2)ある環境に対する適応的な
形質の発現は，どのようにして生殖細胞のDNAに記
憶され，伝えられていくのか.つまりDNAと環境と
の相互作用のメカニズムの解明といえる.環境に対す
る適応的な形質発現ということは，初めて体系的な進
化論を提唱したラマルク (1744-1829)の獲得形質，ダ
ーウインの自然淘汰のどちらにも適用できると思う.
ただし，気の遠くなるような時間を含む.前者は生物
の中にある内在的な力，後者は環境による外発的な力
を前提している.そして両者とも歴史的な制約で形質
が子孫に伝えられるメカニズムについては知らなかっ
た.ラマルクは“獲得形質が遺伝すると"誤って主張
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したとよく言われるが，獲得した適応的な形質と表現
したらダーウインの説とたいして変わらない.進化論
を提唱する時期が少し早かったことと，当時“生物学
の独裁者"といわれ，天変地異説(大洪水のような一
大事件で滅びたのが化石になり，生き残ったのが現在
の生き物)と種の不変を信じていたキュヴイエ(1769-
1832)が論敵だったことがラマルクの進化論に否定的
に作用したと思われる.
話をもどすと，この商人生活には20ヶ国語(日本語
の新聞も読んでいた!)をどもるといわれた語学の天
才が役に立ったようだ.自ら選択した仕事だったが，
“時間の浪費で僕をまったく意気温喪(そそう)させて
しまうこの犬の商売から解放されること以外に，何も
望まない"とこの商人生活を嘆いている(マルクスへ
の手紙).だが，息子の生き方を心配し，激怒するこ
ともあった父がマンチェスターに来た時にその繁盛ぶ
りにすこぶる満足した程の経営の才も示した.その時
の様子をマルクスに“明日か明後日おやじは帰途につ
く，彼の商売には非常に満足して.手当ての増額には
うまく成功した. ・・・"と書いている (1852年5月
19日).商人生活から足を洗うことができた時にエン
ゲルスは母エリーザベトに“お母様.きょうは私が解
放された最初の日で，この日を有効に使うには，お母
様にお便りする以上のことはありません.・・・ ， 
私は新たに自由の身になって，すっかりご機嫌です.
きのうからまったく人が変わったようで， 10才若返り
ました.陰気な街に行く代わりに，けさは天気もすば
らしかったので， 2，3時間畦道を歩いてきました"
(1869年7月1日)とその喜びを伝えている.エンゲル
スは愛妻メアリの突然の死(1863年)に際し，“メアリ
は死んだ. ・・・まったく突然のことで，心臓病か卒
中かだ. ・・・僕がどんな気持ちでいるか，なんとも
言うことができない.あのかわいそうな娘は心底から
僕を愛していたのだ"と極めて短い，とまどった手紙
をマルクスに書いた(1863年1月7日).この手紙に対
するマルクスの返事は，主として家庭の窮乏を訴え，
お金を無心する内容でエンゲルスに失望を与えた.だ
が，次の手紙でマルクスは“君にあの手紙を書いたの
は，僕の大変なまちがいだった.僕はあの手紙を出し
てから，すぐにそれを後悔した..(1863年1月24日)と
その非礼を率直に詫び，その理由を明らかに述べてい
る.すぐにエンゲルスはマルクスに宛てて，“君の率
直さを感謝する. ・・・，僕は彼女の死とともに僕の
青春の最後の一片が葬られたのを感じた. ・・・あえ
て言うが，あの手紙(マルクスの手紙，筆者注)は一週
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間僕の脳裏にあって，僕はそれを忘れることができな
かった.気にかけることはない.君のこの前の手紙は
あの手紙を帳消しにした.僕は，メアリと同時にいち
ばん古いいちばん良い友を失わずにすんだ，というこ
とを嬉しく思う"と書き送っている (1863年1月26日). 
最初で最後の亀裂を両友はその率直さで克服した.エ
ンゲルスはマルクスの死後，人類史上不朽の書「資本
論」第 2，3巻をそれぞれ1885年と1894年に刊行した
(第 1巻はマルクスの手により 1867年に出版された). 
マルクスの膨大な遺稿を整理して纏(まとめ)上げるの
は「資本論」の歴史的意義とその内容を理解できるエ
ンゲルスしかなしえなかった.
エンゲルスはその著「空想から科学へ」の末尾で
“この二大発見，すなわち唯物史観と，剰余価値によ
る資本主義的生産の秘密の暴露とは，われわれがマル
クスに負うところである.社会主義はこの発見によっ
て一つの科学となった"と極めて簡潔にこの著書の科
学の意味を表現した.“空想、"というのは， 18世紀に
サン・シモン(1760-1825) ，チャールズ・フーリエ
(1772 -1837) ，ロパート・オーエン(1771-1858)らに
よって提唱されたもので，博愛，正義，理念，理想を
唱えることによって社会主義は実現するという思想を
さす.つまり，頭で考えたこと(空想)で社会の弊害を
取り除くことができ，社会正義が実現するというもの.
この思想は当時の未発達な資本主義制度に対応したも
ので，天才的だが(エンゲルス)，実現不可能なものだ、っ
た.エンゲルスは「反デ、ユウリング論」でサン・シモ
ンを天才的な眼光の広さがあり，後代の社会主義者の
ほとんどあらゆる思想が萌芽として含まれている，と
称した.“文明においては貧困が過剰そのものから生
じる"と現存の社会状態にたいする透徹した批判をし
たフーリエを，同時代のヘーゲルと同じ見事きで弁証
法を使いこしている人と指摘した.オーエンについて
は，スコットランドのニューラナークで大紡績工場の
堕落した労働者を，彼の発案した幼稚園で育成し模範
的な労働者にしたように，名声と冨をかえりみないで
実践的に共産主義を前進させた人(アメリカで全財産
を投じて共産主義コロニーを作り，それで破産した)
と称した.イギリスで労働者のために行われたあらゆ
る社会運動はオーエンの名と結びついている(協同組
合の設立や労働時間短縮の法案など)と述べている.
エンゲルスはブルジョワの御曹司(おんぞうし)とし
て，また豊かな才能を活かして(この活かすは，もち
ろんエンゲルスの嫌った俗物的な意味であることはい
うまでもない)何不自由なく暮らせた生活を投げ打つ
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て貧しい人達の解放のために理論的，実践的な生涯を
捧げた.また一文にもならない「資本論」執筆で極貧
のマルクス一家を20年もの好きでない商人生活をマン
チェスターで続けながら経済的な援助を惜しまなかっ
た.そうでありながら，“自分は科学的社会主義創始
の事業では第二バイオリンを弾いただけ"と並外れた
謙虚さで語ることができた.ちょっとした事柄で嘘を
積み重ねてまで自分の手柄話にしたがる一部の日本の
政治家に聞かせたい話である.64才のエンゲルスはヨ
ハン・フィリップ・ベッカーに宛てた手紙(1884年10
月15日)に次のようにしたためている.“僕は，一生涯，
自分に向いたことをやってきました.つまり，第二バ
イオリンを弾くということで，この点では自分の役割
をかなりうまくやってきたつもりです.そして，マル
クスのようなすばらしい第一バイオリンをもっている
ことを，僕は喜んでいました“と.エンゲルスは遺言
書の中で，遺言執行人 3人にそれぞれ250ポンド， ド
イツ帝国議会に労働者を代表する議員を送りだす金
(選挙資金)として1000ポンド，姪のメアリ・エリン・
ロッシャーに3000ポンドを遺贈し，残金を 8つに分け
その 3部分をマルクスの二女ラウラ・ラファルグに，
他の 3部分をマルクスの末娘エリナ・マルクス・エー
ヴェリングに，残る 2部分をルイーゼ・カウツキーに
遺贈(無償贈与)するとした(1893年7月1日).このよ
うに最後までマルクス一家を気ず、かっていた.
上述したように，エンゲルスはマルクスにブルジョ
ワ経済学の研究に目を向けさせ，それに専念させたと
いうこと，マルクス一家を経済的に援助したというこ
と，さらに資本論第2，第3巻を刊行したということ
で科学的社会主義の創始は協働の事業だと言われる.
つまり，どちらが欠けても科学的社会主義は日の目を
見ることがなかった.だからエンゲルスを語る時には
マルクスを，マルクスを日昔る時にはエンゲルスを言苦ら
ざるをえないのである.
昨年(2003年)のドイツの第二テレビ(ZD F)が330
万人に実施したドイツの偉人コンクールのアンケート
で，マルクスは 3位に入っている. 1位はアデナウア
一元首相， 2位ルター ， 4位は「白パラ」のショル兄
弟， 6位バツノ、， 7位ゲー テ， 10位アインシュタイン.
ハンス・ショルとゾフィー・ショルの兄妹は第二次世
界大戦中， ミュンヘン大学の学生で反ナチ抵抗運動を
組織し， I白バラ」というビラ通信を発行した.二人
はゲシュタポ(秘密警察)に逮捕され， 1943年に処刑さ
れた.戦後のドイツは現在に至るまでナチス(ヒトラ
ーによる独裁政権，ユダヤ人なと寺の大量虐殺を行った.
アウシュピッツ強制収容所から奇跡的に生還した心理
学者フランクルの「夜と霧jや映画「シンドラーのリ
スト」などでその実態を知ることができる)の戦争犯
罪を国家的犯罪として，被害各国，民族に謝罪，補償
を行うとともにナチ戦犯の追及を現在でも行ってい
る.今年(2004年)もシュレーダー首相はポーランドで
シンティ・ロマ(ジプシー)に対するナチの犯罪を謝罪
した.さらに，今年新たに強制労働による犠牲者13万
人にドイツ政府とナチスに加担した企業は440億円を
支払った.また筆者の滞在した間でも何度かナチに関
する記録がテレビで放映された.戦後， A級戦犯が首
相になり，歴代の自民党政権は戦争被害を与えたアジ
ア各国に謝罪することなく， A級戦犯を合記する靖国
神社に参拝するたびに各国の聾楚(ひんしゅく)をかっ
ている日本とは光と閣の差というべきだろう.
また数年前にイギリスBBC放送が実施した“この
100年間で世界に最も影響を与えた人物“ではマルク
スが 1位だ、った.マルクスの威光の影に隠されてエン
ゲルスの名は表面に現れないが，マルクスという太陽
に照らされてエンゲルスがあるのではなく，二人の独立
した巨人であるという認識が自然で公平な判断である.
エンゲルスは1895年8月5日にその輝かしい生涯を
終えた. (翌年， 1896年に第 1回近代オリンピックが
アテネで開催された.今年， 104年ぶりに第28回アテ
ネオリンピック大会が行われ，日本勢が活躍したこと
は記憶に新しい).その追悼文でカール・カウツキー
は“エンゲルスの死によって科学と，プロレタリアー
トの国際的運動とが，どんなにとりかえしのつかない
損失をこうむったことか"と書いた.また，リープク
ネヒトは「フリードリヒ・エンゲルスの葬式J(1895 
年8月15日)で“ハンブルク市，プレーメン市， ドレ
スデン市，フランクフルト市，ケルン市の花輪は壮観
で，高尚な趣味を示すものであった.世界のあらゆる
地方から到着した電報や手紙は数えきれないくらいだ
った.イギリスの裁判官で「資本論」の英訳者のサミ
ユエル・ムーワ博士が，涙ながらに亡き友に別れを告
げた後に，エンゲルスの甥のシュレヒテンダール，敬
慶(けいけん)な，きわめて保守的なエンゲルス家の代
表がその後をうけた.私は故人の見解に賛成するもの
ではないが，フリードリヒ・エンゲルスの数々の美徳，
両親にたいする彼の消すことのできない愛，助けなき
者，困窮せる者のための彼の苦闘を評価し得るもので
ある.少年のころすでに，フリードリヒ・エンゲルス
はそのもてる銭を貧しき者にほどこすのを常とした.
すべての抑圧された者，苦しめる者にくみする感情は
徳島科学史雑誌 Na23(2004) 
激しいものであった"とその模様を書き残している.
修士論文の表紙裏に“大麦の 1粒が，それにとって
正常な条件にであって，好都合な地面に落ちれば，麦
粒はそのものとしては消滅し，否定され，そのかわり
にその麦粒から発生した植物が，麦粒の否定があらわ
れる.だが，この植物は成長し，花を聞き，受精し，
そして最後にふたたび大麦粒を生じる.この否定の否
定の結果としてわれわれはふたたび最初の大麦粒をう
るのであるが，それは 1個ではなくて， 10倍， 20倍，
30倍の数のものである"という弁証法の平易な例文を
「反デユウリング論」から引用してから30数年も経っ
てしまった. くしくも，この夏，北アルプスの槍ヶ岳
(3180M)に同じ年月を経て再び登ることができた.今
回，エンゲルスの著書をいくつか読み直してみて，そ
れらに述べられているエッセンスはいささかも色あせ
ていないことを実感するとともに，アルピニストがい
かに険しくても憧れの山々に魅せられるような，そん
な思いに駆られた.
最後に，この混迷を深める世界のどこかでたくさん
のエンゲルスが成長していることを願わずにはいられ
ない.
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